
'
a

』
1

・
b

o

t

o

i
l
e
i
-
-

;

i

s

a

l
-

-
s:
;
 

『社会学の基礎J有斐閣Sシリーズ PP.33-551991年5月30日発行 有斐閣

バ/仰/.-1)-
今回帝後販制民話争

社会学と隣接請科学

r---勺
i2; 

知的好奇心が旺

はじめにI 

村上陽一郎 r科学のダイナミックスJ(サイエンス社}や佐和降光「虚

構と現実J(新版社)がポイントを突いていて興味深L、。これらのm物
を読めば.社会科学の現実との関わりについての知識も身につく。

砂その先の専門的な議論については.本章で引用したi古文献にアタッ

クしてみよう。社会学の方法をマ スターするには.コントのXl正t."i ~11
1命 ウェーパーのl'.ll月半社会学の方法，デユルケームの社会学的方法の

併に関する議論を知っておくことが不可欠。なお-Fで紹介した
方法の 3類型を統Lする問題にアタックする意欲を4づたなら.I出著
r自己組織1生J (創文社)の「メソドロジーの三角形jと「変換理性J

の議論を参考にして.挑戦してみよう。他人の意見を学ぶだけでなく，

自分の頭で考えてみると.知識も本物になる。
@今回高俊
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社会学と隣接科学

社会学の創始者・コント

本章で学ぶこと

前章で，社会を「科学」する探偵の.コツと勘どころがわかっ

たろうと思う。おさらいの窓味て二 もういちどまとめておく。

(1) 何気なく見過しがちなところに，大きな「謎」を発見する

センスが，まず大事。

(2) つぎに，その謎に.食いついて離れない，

m~であること。

最後に，その謎を，

会科学の方法論)がそなわっていること。

(1). (2)なら資格十分という読者のあなたも， もしかすると. (3) 

にはあまり自信がないかもしれなL、。深山だってそうだが，学!日l

にも年季が必要だ。犯人のおliまえ方も知らないのに.いきなり大

手柄をたてようとしても無理である。
ーーーーーーー

きだ。

2 

本章ではこの(3). つまり，

料理するための方法論について説明しよう。

これは，たとえていうなら，探偵の七つ道具みたいなもの。社

会の謎解きに取り組んできた先輩たちは， とって釘きの，いろい

ろな分析のテクニックを残してくれている。これを仕入れて.わ

がものにするにはどうしたらL、L、かを説明するのが本章の目的だ。

あなたが見つけた謎を追いつめて，

社会学は，産声をあげた当初jから，隣筏の学問と縁が深かった。

世界で最初に.r社会学」の看板を掲げたのは，コント。彼は
もともと哲学を勉強した人で.そのあと社会学を始め.のちに宗

教にも傾倒した。「実証哲学講義.! (Comle. 1830-~2) という大き

な本を書いたので，フランスではむしろ，哲学者として名が通っ
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コントは，サン=シモン(初JVJ の社会主~行)の泊予でもある。

大革命の}，ulが過ぎ去り，理性万能の風潮も熱が冷めたあと. 19 

世紀のフランスは，ようやく産業革命が本絡的になってに、fこ。勃

興しつつあった市民階級は.自分たちの社会を冷静に認識する，

合理的な社会観を必要としていた。

それに先立つ 18世紀は.啓蒙主義の全盛時代である。人びと

は. Pll性を絶対視していたから，百科全書みたいなオールラウン

ドの知識ばかりを求め.社会だけを研究する特別の方法論にまで

注意が向かなかった。ゆえに社会学も存在しなかった。

それに対して. 19世紀は，実証主義(1'05山川m) の時代。あ

る主張をするには，必ず証惚や論拠を与えようとする。それでこ

そ.社会の「科学Jといえるだろう。

そういう社会思;\~J をふまえたものだった。 彼

社会学と社会科学

社会学は，社会を科学する学問である。けれども，社会を科学

する学問は，社会学だけじゃない。政治学も，そう。経済学仏

法学も，人類学も，そう。国際関係論だって，教育学だって，そ

う。……これらを全部ひっくるめて.r社会科学Jと呼ぶ。
そのほかにも，ふつうは社会科学に入れない，言語学だとか，

哲学，心理学，文学.音楽学みたいなものだって， じつは社会科

学に関係が深L、。社会の謎解きには欠かせないものなのだ。

これらの学問は. j司、のおの独自に，社会を分析する方法をもっ

ている。目的に応じて，これを使ったり.あれを試したりすると.

うまく謎が解けるかもしれない。だから， とりあえず，七つ道具

みたいにひと通りマスターするつもりでいよう。相手は手強L、。

使えるものは何でも，使ったほうがL州、。社会学と，それ以外の

社会科学(隣I~科学)は.歴史的にいっても，つながりが深いの

τある。せっかくギャングを追いつめたのに.JH境を越えて逃げ
てしまったので.すごすご引き返す保安官，みたいなドジなこと

になりたくなかったら，隣接科学にもちゃんと目配りしておくべ コントの仕事は，

35 2 H会乍と隙I!~;r.科学34 
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社会も生物と!日lじように.111Hな
ものからより彼維なものに変化して

い<. とする考え方。スベンサーが

この説を問えたのは， ダーウィンの

町Eの起ilJ;lJ より!~かった。つまり.

生物学の進化論が降立する以liiiに.

19也紀の時代思潮であるill化の思

忽!が.社会学を従えていたのであ

る。この思.t':!I;t.産業文明がどこま

でも発展するとほじる楽観的な見方

を反映していた。 71レタス主義(と

〈にそのJM~と似}にも. ~I 会氾化J品

の影仰がうかがわれる。また.1: (f. 

~~ !ft の考え方をそのまま社会に符ち

込み.社会淘ttを問える.社会ダー
ウィニズムの~.ぇ方も. I上会進化論

と発泡!が似ている。その後.20世

紀に入ると.社会を生物のアナロジ

ーで促えるのは単純すぎ，問題が多

いと考える学者が11:え.社会進化論
はいったんめ1)を失った。比絞(J'.J{tl:

近では.パーソンズやルー 7 ンが.

4土会進化に新しい表現を与え.I'Ili命
的に同生させることをはかつてい

る。

世スペンサー 初lUIの社会学者の一人。イ
ギリス人。社会進化論を問えた。彼の r総合

留学体系』は.宇宙全体を進化の論!'lで説明

しようという膨大なもの。その-ffilである

「社会学阪町lJでは.社会.iIt化の観点から.

「軍 ~II型社会から産業型社会へJ を nlJ ぇ.人
間の自発性や自由が鉱大していくのが社会発.

展の必然であるとした。彼の:n;tr-1'J{~干事 11にな

ったのが.ちょうど明治維新の時lUIだったた

め.日本でもよく読まれ，自由民権辺動にも

影終を与えたといわれている。

は.これからは科学の時代だから. ik~IE的 tl'jNIが大切だと大いに

強調した。そして人類社会は. tl¥l学的段階→形而上学的段階→実

証的段階の111目に発股していくという.

の法目IJJを唱えた。

ちょっと怪しげな「コント

もう一人の創始者・スペンサー

もう一人，社会学初期の巨人に，スベンサー[肯]がいる。彼

は r社会学原理JI (Spencer. 1876-96) という，これまた大きな本

を書いた。中身は.進化論をもとにした社会学である。細胞から

天体まで，全宇宙を貫く原理として，進化の法則があると考え，

それが社会の発展一一軍事型社会から産業型社会へーーも説明す

3i 2 社会学と憐Ilwr科学
一一一ー一一一

る，と Ltこ。
進化論というとすぐ，ダーウィンの「極の起源、J(Darwin. 1859) 

が航跡。メンデルの辿伝の法flIJとか.モルガンの突然変異説

なんかもあった。でも，スベンサーがこの本を古いたのは r初

の起源』よりも早L、。つまり.ダーウィンの学説と関係なく. 19 

世紀のはじめごろからずっと，進化論は流行の思想だったのだ。

明治維新のころそのブームはトクに達して，進化論二三
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ソンズ[肯〕が. 1950年代に唱えた理論である。その-ii組みを簡

単にいうと.次のような主眼だ一一社会は.多くの32囚が彼*に

結びついたシステムである。そこには一定の秩序，すなわち変数

のあいだの安定したパターン(社会情道)がみとめられる。これ
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を.機能(funcliυn)の観点から分析することができる。

これは，社会を一般的に説明できる枠組みに見えたので，ちょ

うどよい理論がなくて困っていた，アメリカをはじめとする世界

中の社会学者たちに歓迎された。 60年代から 70年代にかけては，

わが国でも， もっとも標準的なFll論として，学界の主流だった。

構造=機能分析は，いろいろなところにアイディアの源泉をも

っている。パーソンズ自身が語るところによっても.まず，

/フスキーら人類学における機能主義の流れ。パーソナリティ

(人絡のシステム)の理論には， フロイトの精神分析の影1&もある。

組織がだんだん機能分化をとげていくというのは.小集団の実験

大パーソンズ アメリカの社会学者。経済

学を学び.Mワェーパー研究を経て，独自
の理論を展開した。 r社会的行為の{，'Il造』で

1:1 r主意主義的行為理論Jの重要性を確認。
吋土会体系」などでは.社会をパーソナリテ

ィ/社会/文化の 3システムの似合とwえ
た。さらに. システムの憾fii!il'{'牛が.適応
(.dapl.lion: A). 目的jjlliA(go.I-'llainmenl: 

G). 統合 (inlegr'lion:1). 泌在被fÎ~の維持

(I.lency: L)の4つであるとする!.11m=機能
分析を展開しわが国の社会学にも大きな

影容を与えた。

11 

マリ

徳造=機能分析への流れ

社会学をリードする学者たちは.その後も，隣接する間.Ií~から

多くの刺激を受けながら仕事をしてきた。そこで，ちょっと聞を

とばそう。 20世紀に入ってから，社会学に抑しょせた大きな波

は2つある。 lつは. 1950年代の行動科学 (behavio凶 science)運

動。もう lつは. 1970年代からの綿造主義， 意味学派などの流

にもとづくもの。システムの発泡とりわけ.多変数のシステムや，

均衡の概念)は，近代経済学によっている。このように多くのヒ

ントを吸収し，構造=機能主義は.社会をもっとも一般的に説明

する図式であることをめざした。

この構造=機能分析は， とくにわが国の学者の努力で.その論

理情造がすっきり盤理されていった。その成果は，たとえ/1..青

井和夫編「理論社会学J (I974)にまとめられている。

れである。

-行車凱動iJ主義(仏be凸ha制vi町。町r叩 n川)は. もともと心理学の研究方法である。

物理学にならって実験を重視し操作的に定義できない概念(た

とえば，人間の心や自己怠識)を使ってはいけないと考えた。

4荷造=機能分析への反動

この

行動主義を中核にして. 50年代に急速に発達したコンビュータ

科学.情報理論，システム論.サイバネティックスなどを統合し

ようとする運動が，行動科学運動である。この運動は，時期尚早

だったのか，その後だんだんしりすぼみになっていくが.社会学

の「俗造=機能分析 (slruclural-funclionalanalysis) Jに，決定的な

影響を与えた。

梢i宣=機能分析は，今世紀を代表するアメリカの社会学者パー

ル・科学，みたいlこ思われていたほどである。だから明治の知識

人は.スベンサーの社会学の本をよく読んで，勉強、Lていた。当

時の社会恩忽を理解するのに，スベン.サーの学説は参考になるだ

ろう。

同時代の重要な思想家に，マルクスがいる。彼の仕事をみても，

ill化論がどれほど大きな影響を与えていたかがわかる。

余談になるが一一 マルクスの思想やマルクス主義は，ふつう

社会学に含めなL、。けれどもこれは，あらゆる角度から，社会の

謎を解き明かそうという野心的な試みなのだ。哲学.経済学，歴

史学……にまたがるマルクスの体系は，当時の最新・最高水準の

学 l~iJだった。ここから，社会学が学んだものも，また大き L 、。マ
ルクス主義に対するPll併なしに.現代の社会学を諮ることはでき

ないだろう。たとえば，アドルノ，ホルクハイマー.ハーパマス

などのフランクフルト学派や.アメリカの社会学者ベJv. 日本の

凡旧宗介の理論などには.直後間接の影響をみることができる。

こうして広〈受け入れられるにつれ，さて情造=機{iE分析は.

39 2 社会学と陪lti;/J科学38 



/仰/ーグ「ガ

る「意味学派」の登湯となったわけである。

ポスト構造=機能分析の時代3 

今から 20年ぐらい前のことだっ

70年代以降の社会学は.いうなればポスト椛i1I=機能分析の

時代，吉田民人のいい方をかりれば「意味学派」のミニ・パラダ

イムが乱立する，理論の戦国時代である(今回高俊， 1986参照)。

~近アメリカで有力な，主だった学派を挙げてみるだけでも，

シュ yツ〔肯]に始まる現象学的社会学 (phenomenologicalsociology)， 

しだいに非難・攻撃も浴びるようになった。その理由は.当時の

時代背景を知らないとわかりにくいが，おおむね次のように考え

ることができる。

構造=機能分析は， f.土会シスデム論の一極である。社会システ

ム論は，多くの変数の飯合によって社会を説明する理論である。

これこれこうだから，社会はこのような状態になる(均衡する)
.J 

という，一種の決定論のかたちをとる。

これはこれでいいのだが，パーソンズは，個々人(社会を生き

る人間主体)も，社会システムの一種であるとして，それも同時

に説明しようとした。そうすると，個々人の人絡のあり方(パー

ソナリティ・システム)も，社会的に決定されると考えなければな

1¥ 

構造=機能分析の全lllkJUJは.

Tこ。

G.H・ミード以来の象徴的相互作用論 (symbolicinleraclionism). 

カ'ーフィンケルのエスノメソドロジー (elhnomClhodology).さらに

は.フランス椛造主義の影響を受けた椛造主義社会学 (slruclural

sociology)などがあるし ドイツには.これら意味学派の伸張に

対抗して.パーソンズのアイディアを鉱大発展させたルーマンの

社会システム論もある。また.わが国でもとくに 80年代以降，

こうした仕事に触発された新しい動きがL、ろいろ生れている。

¥
M
W
M
U
¥
1
 

これらの学派には.共通の特徴がある。 (1)情造=機能分析に対

する批判から出発して. (2) r意味J(社会現象の怠味的な側面)を
'111.見する。その手がかりとして.(3)既存の社会学に取り込まれて

いなかった，今世紀に入ってから社会学の隣後分野で発達したア
イー・
アィアにいろいろ ~ilJ 激を受けている， という特徴である。的

治=俄1lE分析が，あまりに性急に一般理論を樹立しようとしたた
ーーー一一一一一

らなL、ことになる。

パーソンズはもともと，人聞が.主意主義的 (vo¥unlarislic) な

存在であること，意味を生きる自由な主体であることを強調して

いたはずだった。けれども，構造=機能分析の描く人聞は，社会

の与える意味や規範をそのまま取り込む， ロボットのような存在

に近くなってしまう。社会には，実現すべき回線(機能)や.そ

れに向けて自動的にシステムの均衡状態を達成するメカニズム

H吊造による制御.価値の内面化=社会化)がそなわっていて，個々

人を有無を言わさずその枠にはめてしまう。そんなふうな社会の

イメージはまっぴらだ， と考えた人びとが多かった。

そこで，構造=機能分析に対抗し，人間の主体性や，意味を鹿

解できる能力を復航しようという ffilJきが現れてきた。それが，ち

ょうど 60年代後半からの，異議申立ての波に重なって，いわゆ
一一ーーー ¥ 

勺、~I 2 社会学と隣 I~J百科学
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ミた

aa----a' 
構成.すなわち， もっとも要素的な与件(たとえば.感覚的な所

与)から，われわれ人間の経験している，窓味のあるl世界が，

のようにできあがっていくのかを問題にする(む味のある世界のな

ど

:
・
1
4
i
;

かには.他者たちゃ，森休や家庖や畑ゃ.あらゆる司I物.いっさいの現

実が含まれる)。そうすると，そもそも人聞が意味を情成する能力

をもっていることが，社会的現実が成立するための仮本的な条件

である，ということになる。つまり，人聞が社会的現実を構成す

るから社会が存在するのであって，その逆ではなL、ott4.i盆=機能

分析がいったみたいに，社会があるから，人間がそれを認識でき

るというのは，まちがっている。

人間一人ひとりが意味を附成していくのは，社会が成立する以

前の(あるいは社会と!則係なL、)J:Lliifrということになるから，そこ

に社会のコントロールは及ばなL、。そのため.この社会の現実と

一致しないような，戸iJ.i湿りもの現実を生みだすことができる。夢

ゃ.宗教や，神秘的な体殺のようなものがそうだ。誰もが知って

いる. 日常の社会的現実は，それらのなかで lつだけ。

「至高の現実」と Lサ。

女シュッツ ウィーンで生れ.アメリカに

C命した社会学者。ドイツの留学者7ッサー
ルの唱えた現象学を.社会学の研究に導入

し.現象学的社会学の基礎を築いた。彼は，

後期フッサールの「生活世界Jの考えにr主g
する。われわれ人間は. 日常生活以外にも科

学や夢や宗教体験など，数多くの現実{多元

的リアリティ)を生きるが，そのうち日常生

活が至高の現実となる. とする。日常生活者

の自明な態度が.社会を支えているという事

実の指摘は.新鮮だった。

l
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め，人聞が社会を生さるリアリティをうまく摘出できていなL入

という印象を人びとに与えてしまった。その反動で，意味学派が

現れたのは当然だった。が.それが四分五裂しているのは，

もやはり難点を抱えていて，構造=機能分析にとって代わる，

ールラウンドな議論になっていない， ということである。

それはともかく.いまもいろいろなかたちで発股しつつあるそ

れぞれの学派は.隣接のどんな学問から袋分をえているのだろう

どれ

オ

現象学から現象学的社会学ヘ

社会的現実をどうとらえるか

か?

f 
これを

現象学的社会学は社会学か

ンュッツはこのよう(;::.現象学のカを借りて，人びとがめいめ

いさまざまな現実を抱えて社会を生きていることを明らかにした。

その一方，現象学が. これまでの社会学とうまく妓合するのか，

という疑問がのこる。

ニゴールの現象学はもともと，制論的主観a(臼7日の自分

43 2 社会学と陥 1~ ; r.W件

まず，現象学。現象学は. 20世紀哲学の， もっとも大きな潮

流の lつである。創始者は，フッサールというドイツの哲学者。

そのあと，ハイデッガー，ヤスパース，メルロー=ポンティなど

の人びとに受け継がれた。

この現象学を学んで，社会学の理論に作り直したのが，

ツである。

現象学は，

シュツ

現実の
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もともと何をテーマにしているか。それは，
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人類学も，昔はかなりいい加減な学問だった。 19世紀後半の

人類学者，たとえばフレイザーみたいな人は，書斎に閉じこもっ

て現地報告や旅行記に読みふけり. I未開人とはこういうもの」

と勝手な理論をこしらえた。あ、話としてはおもしろいが，ほんと

うにそうであるという証拠がなL、。こんなのを「安楽街子人類学

者 (armchairanlhropolog凶)JとL寸。

/仰'/-/子

¥
」
司
、
¥
1
¥
'
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1920年代に.マリノフスキーという人類学者が出てきて，そ

れまでの人類学のあり方を批判した。いい加減な旅行記のたぐい

(2次資料)をうっかり信じてはだめである。人類学者が自分で調

査に出かけ，異文化のありのままの姿を，自分の限でみとどけな

ければいけなL、。そう主活して， ト.ロブリアンド島(ニューギニ

アの近くのぬ)に住み込み，立派な調査乾l告を2!?き上げた。

それ以来.人類学者は.アフリカやアマソ'ンの奥地だろうと.

どこにでも出かけて行って.その社会の人びとと一緒に生活し，

言語も習得して，それから研究をすすめるのが常識になった。こ

れを参与観察 (p~rlicipanl observation) とL寸。

マリノフスキーやラドクリフ=ブラウンなど. 1950年代ごろま

でに活躍した学者たちが，機能主義(lunclionalism)の人知学を築

きあげた。椛造=機能分析のヒントになったのは. この学説であ

る。との社会の制度・儀礼・風習も，外部の人間によく理解でき

なくても，それなりの存在理由があるはずだ。機能主義は，そう

考えて，それを機能とよぷ。その土地の人びとの生活が，機能に

よって結びついたまとまり(社会システム)になっているとわか

れIt.その社会を解明できたことになる。
ーーーーーー一ー

を見つめる. もう一人の油象的な自分)の立湯に立って，世界をー

から見つめなおし現象として記述するものだった。そして，他

者たちゃ社会の存在を，なぜ信じることができるのか， とことん

っきつめられた。こうして現象学は. I社会があることを.一人

の人聞がどうやって信じる(経験する)のか」を記述することが

できる。でも. Iそのような人間たちが集まると，なぜほんとう

に社会ができるのか」を説明することまではしなU。

社会は.おおぜいの人間の集まりである。現象学はそれを，

る一人の人聞から見たところとして.問題にできるだけだ。

現象学的社会学は.現象学ともちろん閉じでなL、。けれども，

一人の人聞が，人間が社会をどう経験するか. という側面に焦点

をあてる点は，同じである。するとやはり.これは議論の一面で

あって，そのもう半面一一特定の視点(主観)からみたところで

なしに.社会を客観的にモデル化する方法論ーーも必嬰ではない

かと恩われてくる。たとえば，なぜ人びとが情成するさまざまな

現実のうちつだけが「至高の現実J(日常)として共有される

のか。社会を意味あるものとして経験するのは.たしかに個々人

なのだが，意味には.客観的な，制度としての側面もあるはずだ。

¥It 

あ

構造主義へ

機能主義の人類学

その点.たとえば人煩学は，ある社会をまるごと外からながめ

るための方法論なので，役に立つ。社会学にも大きなインパクト

を与えてきた。

エスノメソドロジー.人類学からゴフマン，2 
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じき

レヴィ=ストロースと椛造主義

さて. 1950年代を境に，構造主義が台頭してきた。その主流

は.機能主義が英米系だったのに対し.フランスの人類学。中心

人物は.

ml 

レヴィ=ストロースである。

レヴィ=ストロースは，デュルケーム，モースといったデュル

ケーム学派の人びとの影響を受けているので.最初にその話から

レヴ

人類学の研究方法

しよう。

社会学者のデュルケームは r宗教生活の原初形態J (Durkeim. 

1912) などを著し「未聞社会」の「宗教」のあり方を考察した。

彼によれば，社会を.ただ個々人の総和だと考えてしまうことは

できない。人びとが集まって社会をかたちづくると，プラス・ア

ルファのなにか(社会的事実)が生れる。宗教もそのようなもの，

つまり集合表象にほかならない。

デュルケームの甥.モースは. I贈与論J(Mauss.1923-24) を若

し. I未聞社会」で贈与や交換がどれだけ重要なものかを強調し

た。彼によれば人類は，必要なものを手に入れたくて交換を行う

のではない。交換することそれ自体が目的なのである。

レヴィ=ストロースは「親族の基本構造J (Levi-Slrauss. 1949) 

で， このあとを受け.構造主義の親族理論(女性の交換説)を樹

立した。

もう少し詳しくみよう。それまでの機能主義は，親絞組織を母

系/父系に分類したりするような研究方法しかとっていなかった。

それに対してレゲィ=ストロースは，そもそもなぜ籾族を人類が

営むのかという板本的な聞いを立てた。この間いに対する解答が， 右も左もわからないまったく未知の社会に飛び.こ

47 2 社会学と防1M科学

「女性の交換」である。彼は，親族組織(外婚単位)の成立と.ィ

ンセスト・タブー(近級相姦禁忌)の成立とは同じ現象の表ウラ

ではないか， と考えてみた。禁忌される女性/結婚できる女性，

の区別は，交換へさし出される女性(姉妹)/交換によって盛得

される女性(妥).の区別にほかならないのではないか。もとも

と女性としては迩いのない人びとのあいだに. こうして恐意的に

対立をもちこむと，そこに意味上の追い(姉妹/妥)が生じてく

る。このように.人間関係を分節して組み立てられるのが，親族

現象だ。これは人聞社会に特有の現象で，いわば自然と文化の境

目になっている，とレウ'ィ=ストロースは考えた。女性を交換(コ

ミュニケーション)する一一これが，人間というものなのである。

この初版研究Il. ソシュールやヤーコブソンのI H~ .it主義の言

語学をヒントにしたものである。閉じ方法論にもとづいて.

ィ=ストロースはこのあと. 111'話研究でも大きな業紡をあげた。

興味深いのは，彼がこれらをふまえ. Iコミュニケーションの

一般理論」を構想Lたことだろう。これによれば，人間の社会は，
物財/女性/言語の，三重の交換システムにほかならなL、。たと

えば「未聞社会」では，それは，贈与経済/親族/やl'話.なので

あった。現代社会もそうやって分析できるかどうか，はっきりし

ないが，たとえばボードリヤールの消 ï~社会論などは.そうした
試みの lっと考・えられよう。

人煩学者は.
・ーーーーーーー-
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肯ウィトゲンシュタイン ウィーンで生れ.

イギリスで活unた哲学者.思想家。 20代.
ラッセルのもとで学び r:品埋哲学論考」を著
す。言語を世界の「写像」であるとするこの

1'1は南山実証主認の運動にもt，¥;'l'l'を与え

た。後加lの彼は.初 JUJの立~を来り怯え. 言

i五ゲームの，IJ;I.氾!にi11.i.f。人!日|のあらゆる行為

{ゆえに社会)を.Dd黙のルールに支えられ

た言語ゲームだ.とFJl解Lた。後JVJの思:W

は，留学，伶jlJl学.政治学.法学をはじめ.

社会学にも大きな彩容を及liしつつある。

んで，その社会の成り立ちを解明しなければならなL、。これまで

暮らしていた，自分の社会の常識は通用しなL、。そんなものがあ

ると，かえって研究の妨げになる。いったん聞を白紙に戻しよ

その惑星に降り立ったみたいなづもりで，調査地(フィールド)

に入ってL、く。理論はそのあとで考える， というのが人類学のや

現代哲学からルーマン，言語行為研究，意味学派へ

マルクス主義，実存主義など，冷戦時代に魅力をもった哲学が，

70年代以降に凋洛していったあと，現代哲学は分裂と混迷の皮

を深めている。そのなかで，いま日本七影響力を保っているのは，

英米系の言語哲学. フランスのポスト・モダン哲学の 2つである。

ウィトゲンシュタインと言語の哲学

英米系の哲学から，目立つところをひろっていこう。

まず. ウィトゲ'(/シュタイン[女]。この人物(:1， rぬJ1l!釘~[:論

考，.n (Wittgenstcin. 1922) を若し，論理実証主義iililf!1Jのリーダーと

みなされた。また後期の彼は，言語ゲーム

唱している。言語ゲームの意味するところをひと口で語るのはむ

ずかしいが，社会のいたるところに，ルール(規I{IJ)に従ったふ

るまいを見出していくアプローチ， といえるだろう。

ウィトゲンシュタインの影轡もあって，その後の失米哲学は，

言語の使用を反省する分析哲学や，日常的な言誌の{山口を問題に

する日常言語学派などに発展していった。
ー司-ーーーーーー

を提(Iangunge game) 

り方である。
J 

同じ研究方法を現代社会でもやってみたらおもしろいではな

いか。そう考えた社会学者がいたとしても不思議でなL、。

たとえば，ゴフマン。彼はもともと，太平洋海成をフィールド

にする人類学者だった。同じやり方を.アメリカに帰国して試し

てみたら，ユニークな社会学ができあがった。

ガーフィンケルの始めたエスノメソドロジーもe よく似たアイ

ディアである。この学派は日常の対人関係の研究を得意にし，会

話分析の方法を編みだした。誰が話の口火を切るか，話が途切れ

た時にはどうするか……そういう細かな観察を積み重ねて，発言

のl順番とり (turntaking) に閲する規則を発見した。発言者のあ

いだの力関係や，児女差別の有無についても， この方法で研究す

ることカfできる。

そのほか， ダフ'ル・パインドで有名なベイトソンとか，経済人

類学に大きな足跡、を残したカール・ポランニーなと，社会学が注

目している人類学のアイディアはたくさんころがっている。また，

山口昌男，中級千枝，青木保，川田11¥目造など，人類学での仕事を

ふまえ，現代社会について興味深い発言を続けている論客もおふ‘

3 

ぜいいる。
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タレタ人のヱピメニデスが「すべ てLまったので(不完全性定理l.

てのクレタ人l:t吸っきだ」ときった 問題l:t仮出しに戻った。この.現代

というパラドックス， rポスター貼 思怨界の重大事件は.社会学と無関
るなJというポスターのように.自 係でなL、。社会がなぜ成立している

分自身への言及はしばしば矛盾を生 のかを考えると，そのm拠が.社会
み出す。集合論による数学の必礎づ が成立しているというJfl~それ自身

けを考えていたラッセルは.この矛 であることに行き当たる。この問題

居を避けるため.対象言語(言及さ を中心に保え.社会νステムの1&り
れる言語)とメタ言活(言及する言 立ちを考える学者に，)レー 7 ンがい

~lf) を区別する「階itl~!論」を1*1ll る。わが国でも.今回高俊や大津具

した。しかし論理学者のゲーデル 幸の~'晶が.この問題を追究してい
が.数学は自分が無矛盾であること る。

を決して証明できないことを証明L

独自のシステム理論

ドイツのルーマンだ。

ルーマンは.パーソンズ亡きあとを継いで.一般理論へ挑戦す

る果敢な学者として，わが国の読者も多い。最近の彼は， r複雑
性の縮減」を主題とする社会システムの概念を提唱している。こ

れは.統計熱力学のプリゴジンの「散逸構造論」ゃ，生物学のヴ

アレラとマトゥラ.ーナのオートポイエーシス(自己生成)の理論

などを下敷きにしたもので.社会システムを従来のように決定論

的にとらえるのでなく.自己組織的なものとしてとらえ.機能の

観点、から統一的にその挙動を説明しようとする試みだ。

なお，ルーマンは，法，経済をはじめ，愛情の歴史.一般シス

テム論など，社会学以外の隣後分野にまたがった仕事をしている

彼の業績を理解するのには，そうした分野への目配りも欠

こうしたポスト・モダン哲学との関係で.

を活発に股1)目しているのが，

ので，

かせなL、。

ポスト・モダンの哲学

一方， 80年代は，わが国でも，フランス構造主義以降の，ポ

スト・モダン哲学の影響がいちだんと強まった時j切だった。歴史

学のフーコー，哲学のデリダ，精神分析のラカンやクリステヴァ，

リゾーム(板焼)の概念で知られるドゥルーズとガタリなどが広

〈読まれている。とりわけ，フーコーが「言葉と物.Jl (Foucault. 

1966)， r監獄の誕生J (1975)， r性の歴史J (1976-84) などで見せ

た鮮やかな手並みは.社会史の資料にもとづいて具体的に社会を

考察していくことの有効性を，あらためて気づかせて〈れた。

そうしたなかで，目立って重要な仕事をしたのが，オースティ

ンである。彼は.言語を，発話行為 (speechact) の産物と考えて

みた。すると，言語を，伝統的な真/偽の区別以外にも約束や

宣言，態度表明なと¥一種の社会的行為として分析できることが

わかる。そうした行為の効力を保証するのは，社会的文脈にほか

ならない。

こうして発話行為論は，言語を行為に結びつけ，社会現象とし

て研究する道を聞いた。このアプローチの延長上に，サールやグ

ライスらの，言語行為の哲学的分析がある。こうした研究は，社

会学，倫理学，社会心理学.コミュニケーション論などに基礎を

与えるものと.期待されている。

そのほか，最近社会学者によく読まれている哲学者に.懐疑論

のクリプキ，正義論のロールズ r形式の法目IJ，.n (Spencer-Brown， 

1969)を書いたスベンサー=ブラウンなどがいる。
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4 隣接社会科学から社会学ヘ

最後に，社会学以外の社会科学から，社会学にどのような影響

が及んでいるかを，附与1に監理しておこう。

経済学からの刺激

社会科学のなかで，ずっと社会学の手本になってきたのは.経

済学である。

「パレート最適」の慨念によって.経済学者として著名なパレ

ートは.社会学者としても大きな仕事を残している。たとえば，

パーソンズが均衡の概念を得たのは彼を通してである。

サムエルソンに代表されるような，新古典派の一般均衡理論は.

エレガントな数理モデルとして.社会学的インスピレーションの

源泉になっている。これをもっとも意欲的に社会学に取り入れよ

うとしたのは.小室直樹の一速の仕事で，構造=機能分析の日本

にあ、ける発展の 1つの方向を作った。

もう lつ，忘れてならないのは，ゲームの理論である。フォ

ン・ノイマンとモルゲンシュテルンが 1930年代に唱えたこの議

論は，たちまち理論経済学の共迎財産となった。ゲームの理論は，

プレーヤーが効用閲数をもつなど，単純で強い仮定を置くことで，

明快な結論を導くものだが， r囚人のジレンマJr超ゲーム」など
のように，社会学的にも興味深いケースを多く依っている。その

ため，数理社会学でも中心的な研究テーマになっている。

そのほか， きれいな結論で知られているのは，アローの「一般

可能性定理」である。これは.古くから知られていた「投票の逆

52 

国 そのほか，精神分析では土居俊郎の「甘えの情造.!(1971)，経

済史では大塚久雄の「共同体の基礎理論.J(955)，哲学では民俗

渉の「世界の共同主観的存在椛造.! (972)，在野の研究者では吉

本隆Ilfjの「共同幻想論.! (968) など，日本の社会学者が必ず読

んでいる文献は数多い。

4 まとめ

このように社会学は，昔も今も，隣銭するさまざまな学聞から

養分を吸収してきた。研究の途中で行き詰りを感じたら，社会学

以外の学問に目を向ければ， きっといいヒントがつかめるだろう。

われわれの先疏も，みなそうしてきたのだ。

ただしむやみやたらに知識を詰め込むのは感心しない。問題

が起っτから，調べてみるのでもいいと思う。要はー柔軟な発惣
で，使える議論は何でも使うことだ。

それでは，あなたが有能な探偵として.首尾よく社会の謎を追

いつめるように祈っている。

〔ブックガイド〕

隣桜分野の本を片端から読み始めたらきりがなL、。特に重姿なもの

を掲げよう。

砂経済学では，まずサムエルソンの「経済学J (岩波山底)0h涯を重ね

ている係準的な教科illだ。これ-sltでたいてい間に合う。そのうえで.

A スミスの r諸国民の富J (岩波文伺0，リカードの「経済学および課

税の原理J (岩波文Iillほか)， <ルクスの「資本論J (大月¥!F底ほか}など

-
5~ 
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理」を.一般の場合に拡張したものと考えればよく，個々人の価

値観を尊重する民主的で・合理的な社会的決定(社会的厚生向激)

が存在しえないことを証明している。この定理にもとづいて，社

会的選択理論とL、う分盟Fが，社会学と経済学の段界旬以に誕生し
た。

そのほか，アダム・スミス， リカート¥ケインズなど，経済学

の巨人たちの業績は，社会学的に重要な議論を多く含んでいる。

そのほかの学問分野

心理学も.一貫して社会学の模範となってきた。得られたデー

タを分析する方法論li，心理学がいちばん発達しているからであ
る。

心理学では，テストの結果を相関行列に直し，因子分析などの

技法によって，その結果を説明する要因を発見してL、<. という

方法をよくとる。社会学でも，アンケート調査の結果を分析しょ

っとする場合に，心理学の方法は参考になる。

数量化理論などの統計技法も，実証研究には非常・に役立つ。

法学.政治学なとと社会学との交流は，最近あまり活発でないn

けれども，政治学であれば丸山真男，法社会学であれば川島武宜曹

の業績は，社会学者にとってきわめて有益であり，社会学を専門

とする者は必ずふまえなければならない内容となっている。

日本独自の学問として，民俗学を忘れてはならなL、。柳田国男，

h信夫らの業績は，日本の農村社会，民衆文化.宗教などを考
え包うえで，必読であるの
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の古典が，やはり重要。ケインズの「雇用.利子.および貨幣の一般

理論J (ケインズ全集 7，東洋経済新知社)も，社会学のヒントになると

ころが大きい。

炉言語学では. ソシ A ーノレの「一般言語学講義J (主主技力庖)が重要だ

が，丸山圭三郎の rソシュールの思想J (岩波出底)のほうが分かりや

すい。チョムスキーの「文;去の街道』も名著だが.邦訳は絶版になっ

ている。記号学では，パースの著作が基本的。

俳人lli学では， レヴィ=ストロースの r野生の思考J (みすず白房)を

勧めたL、。 m造主義の名著だ。機能主義の立場に立って読みやすいも
のとしては，中根千校「タテ社会の人間関係J (講談社)がある。

炉留学で比フーコーがすぐ役に立っと思う。 r言葉と物Jr監訟の誕

生Jr狂気の歴史J(¥、ずれも新潮社)など，わが国の若手研究者にも大

きな影響を与えている。フッサールや. メノレロー=ポンティ.サノレト

ルも.好んで読まれてきている。

b戦後日本人の著作としては.政治学者.丸山工tJI~ の F 日本政治思想
史研究J (東京大学出版会)が. 日本軍国主義の分訴として優れて幻.

しかも読みやすL、。フェミニズムでは.上野千鶴子「家父長制と資本

語リ」が，欧米の学説をまとめていて信頼がおける。伝統的な日本社会

一研究としては.吉本隆明 r共同幻想論J (州文肌ほか)が面白いだ
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@橋爪大三郎
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